
「デジタル県⺠」制度研究会イメージ図
○内 容：関係人口を拡大し、その力を地域づくりに取り込むため、NFTを活用した「デジタル県⺠」制度の構

築やコミュニティの形成等を推進することで、「デジタル県⺠」の声を地域づくりに広く反映させる
仕組み等の研究を行う。並行して、研究会メンバーを対象としたNFT配布に係る実証実験を行う。

○目 標：令和６年度以降に、NFTを活用した「デジタル県⺠」制度の市町村モデル事業構築。

・地域の実情に応じた最適な制度設計
・NFTデザイン（富士山や武田信玄等）
・NFT発行方法
・DAO形成ツール（Discord等）
・DAO運用（提言権や投票権等）
・ガバナンストークン
・実証実験の検証（課題等の洗い出し）

等
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○目指す姿

❶
所定の手続きにより
デジタル県⺠証（※NFT）
を発行
※代替不可能な証明

❷
リアル県⺠＋デジタル
県⺠によるコミュニティ
（※DAO）を形成
※リーダーがいない自律型の組織

❸
リアル県⺠＋デジタル
県⺠による地域づくり
に関する提案・投票行
動を促進

NFT購入者の属性分
析による関係人口の

見える化

「リアル県⺠」と「デジタル県⺠」が
共創する新しい地域づくりのモデル事業化

ふるさと納税返礼品の開発

人口減少に資する
事業の創出

移住者の増加

▶研究会メンバー ▶研究会開催時期
・１０⽉〜２⽉にかけて研究会を開催
（リアル、オンライン、メタバース）
・先進地視察

▶研究事項

研究会メンバーを対象に、NFTを配布。実際にNFTを活用した新
たな地域づくりを体感しての課題感等を研究会で議論（上記、
目指す姿イメージ）。地域の実情に照らした事業スキームの可
能性を図る。

○実証実験


